
中性子は原子核を構成する電気的に中性な粒子である．中性子線は透過性が非常に高い放射線であることから，医療や工学をは

じめ様々な科学技術への応用が期待されている．しかしながら中性子線を発生できる装置は大型な加速器や原子炉であり，施設も少

ないのが現状である．本研究室では，リング電極を用いた小型の核融合中性子線源の開発を行っている．小型中性子線源の実現に

より，中性子科学が進展すると期待している．

また本研究室では，プラズマ放電を応用した電気推進ロケットの開発も行っている．電気推進ロケットでは，熱的および電磁気的な

力を用いてプラズマを高速に噴射し，推力を得る．特に，放電に伴う電極部の負荷を軽減できる耐久性の高い電気推進ロケットトを考

案し，その推進特性などを調べている．
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